
2026 年 3 月 1 日

9 時 30 分から 18 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

事業所名 児童発達支援　放課後等デイサービスシエル 支援プログラム 作成日

法人（事業所）理念
法人理念である「隣人愛」の精神を大切にし、発達に課題を持つ子どもたち一人ひとりに寄り添いながら、幸せと健やかな成長を育みます。
また、家庭や地域社会と連携し、子どもたちが安心して自分らしく成長できるよう、継続的な支援を行います。

支援方針
感覚統合あそびや運動を通して、発達の土台となる身体づくりを大切にし、認知面や社会性の発達を丁寧に支援します。
一人ひとりの気持ちや個性を尊重しながら、集団の中で自分の役割や存在を感じ、自発的に生き生きと活動できる力を育んでいきます。

営業時間 送迎実施の有無

支　援　内　容

本
人
支
援

【安心して毎日を過ごすための土台づくり】
お子さまが心身ともに健康に過ごし、日常生活のリズムを整えられるよう支援します。
①安全に配慮した環境づくりと健康観察。体調や情緒の変化に気づき、無理のない関わりを行う。
②手洗い・うがい・身支度など基本的生活習慣の獲得。スモールステップを通して、自己肯定感を高めながら習得できるよう支援する。
③視覚支援（スケジュールカードや絵カード等）を活用し、見通しを持って活動に取り組めるように支援する。
④食事や水分補給、休息への配慮を行う。

【体を動かす楽しさと感覚の育ちを支える】
①粗大運動遊び（走る・跳ぶ・バランス遊びなど）
②微細運動（はさみ・お箸・制作活動など）
③感覚遊び（触る・聞く・見る・匂い・動きの感覚）
④姿勢保持や体の使い方への支援
⑤感覚の過敏さ・鈍さに配慮した個別対応

【考える力と行動のコントロールを育てる】
物事を理解し、見通しを持って行動できる力を養います。
①絵カードやスケジュールを使った見通し支援
②ルールのある遊びや順番を待つ経験
③集中力・注意力を育てる活動
④気持ちの切り替えや行動の調整をサポート
⑤成功体験を積み重ねて自己肯定感を高める

【気持ちや考えを伝える力を育む】
言葉・身振り・表情など、お子さま一人ひとりに合った方法でコミュニケーション力を伸ばします。
①言葉の理解・表出を促す関わり
②絵カードやジェスチャーなど視覚的支援
③要求や気持ちを伝える練習
④会話のやりとり（聞く・話す・待つ）
⑤発音や語彙を増やす遊びや活動

【人と関わる楽しさを知る】
集団生活の中で、人との関係づくりや社会性を育みます。
①友だちや支援者との関わり遊び
②あいさつや簡単な社会的ルールの理解
③気持ちの共有や共感の経験
④トラブル時の気持ちの伝え方・解決の支援
⑤集団活動への参加と役割経験

主な行事等
・入所式（4月）・畑づくり(5月)・水、感触あそび（7，8月）・体力測定・ハロウィン（10月）・園外活動（11月、３月）・クリスマス会（12月）
・お正月あそび・制作（1月）・お買い物ごっこ（2月）・卒所式（3月）
・避難訓練（火災・地震・津波・不審者・感染症防止・BCP業務継続訓練）

家族支援
・子育てや困りごとに対し相談援助
・保護者会開催（年1～2回）
・連絡帳（保護者連絡アプリ）による情報共有。

移行支援
・ケース会議（こども園職員との連携・情報共有）
・小学校への連携情報提供（サポートブック）
・放デイへ移行支援・カンファレンス会議の参加

地域支援・地域連携
・淀川区こども支援部会・淀川区地域自立支援協議会に参加。
・区役所・学校・他事業所との情報共有・連携。
・保育所等訪問支援（保護者・園との情報共有・連携）

職員の質の向上

・社内・社外研修・勉強会（作業療法・公認心理師）
・各委員会（虐待防止・安全・衛生）・法人実践報告会
・職員評価制度の導入・セルフチェックの実施
・サービス向上委員会（苦情・ヒヤリハット・怪我事故）検討


